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気球搭載用CO2計測モジュールの開発

Development of a Balloon-borne instrument for CO2 measurement
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温室効果ガスである二酸化炭素 (CO2)の大気への放出や大気からの吸収のといった収支の評価は、現存するCO2観測
サイトの数が少ないため、空間分解能は観測点ごとの小規模なスケールか亜大陸規模の大規模なスケールに限られてい
る。地球上の CO2の収支の詳細な地域分布や季節分布を知るためには、これらの規模の中間に当たるスケールで観測を
実施することが必要である。また、地表や海面における収支の評価にはCO2濃度の高度分布が重要である。しかし、ほ
とんどの観測点は地上観測のみが行われている。飛行機観測による高度分布の測定ができるが地域や季節がきわめて限
られている。CO2 濃度の高度分布がわかると CO2 収支の精度が飛躍的に向上する。
これらの課題のためにはより多くの高度分布測定が可能な観測点が必要であり、気球による CO2観測が候補として挙

げられる。気球観測は世界中の様々な地表条件、気象条件の下で測定が可能である。一方で観測装置は安価、軽量、コン
パクトで気圧の低い上空でも高精度に測定可能であることが要求される。しかし、市販されているCO2センサには、こ
のような気球搭載用の条件を満たすものは現状ではない。気球搭載可能な CO2センサが開発できれば、将来的にはオゾ
ンゾンデのように世界数 100箇所以上で毎週毎日のようにこの計測器で CO2 が測定されることが期待でき、GOSATな
どの温室効果気体監視衛星の検証にも使うことができる。
我々は気球搭載に必要な感度や時間分解能などの条件を満たす小型、軽量のCO2センサの開発を行っている。低圧下

でのセンサ評価、光路長の最適化、地上へのデータ送信システムの評価などを行ったので報告する。


